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8広 報

ͨ͠·をΒ͍إとসؾݩ
　7月 19日、白沢保育所にケアリングクラウン「ト
ンちゃん一座」が訪れました。
　トンちゃん一座は、被災地をまわり、パフォーマ
ンスを通して心に癒やしを与える活動を行ってい
ます。
　子どもたちの笑顔があふれる公演になりました。

平成25年8月号の主な内容
●災害に備えて
●農業委員会委員新体制
●ありがとうブライアン先生

本宮市イメージキャラクター
·ΏΈͪΌΜ

福
島
のへ

そのまち もとみ
や



2広報もとみや 8 月号

土
砂
災
害
に
も

　
　
　
　
注
意
が
必
要

　

長
雨
な
ど
に
よ
り
地
盤
が
ゆ
る

む
と
、
土
砂
災
害
の
危
険
が
高
ま

り
ま
す
。

　

自
宅
裏
山
や
法
面
が
あ
る
場
合

は
、
注
意
が
必
要
で
す
。
異
常
を

感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
避
難
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

ま
ず
は
情
報
収
集
を
！

　

災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
阿
武
隈
川
の
水
位
情
報
な

ど
を
防
災
行
政
無
線
で
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

避
難
が
必
要
な
場
合
に
備
え

て
、
防
災
行
政
無
線
に
ご
注
意
い

▲ 平成24年6月20日台風4号接近時の阿武隈川

▲ 阿武隈川の水位情報や避難について
の情報を、防災行政無線でお知らせ
します。いざという時に備えて、停
電時でも受信できるよう受信機の乾
電池の確認をしましょう。電池の消
耗や液漏れなどにより、故障する場
合がありますので定期的に電池を交
換してください。

▲ 阿武隈川の指定水位は４メートルで、それに達すると、
水防団（消防団）が待機となります。水位が５メートル
で水防団本部が設置され、６．３メートルで避難判断水
位となります。

日ごろから災害に備えを
　日ごろから災害時の行動や、避難先につ
いて、家族で話合いするなど災害の備えを
心がけ、災害に対応することが大切です。
風水害などに備えるために、新聞、テレビ
などで気象情報に注意し、いざという時に
備えましょう。

た
だ
く
と
と
も
に
、
早
め
の
避
難

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

市
が
発
表
す
る
避
難
指
示
や
避

難
所
の
開
設
な
ど
の
情
報
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局
の
デ
ー
タ
放
送

画
面
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｍ
モ
ッ
ト
コ
ム
で
も

災
害
情
報
を
放
送
し
て
い
る
ほ

か
、緊
急
時
に
は
、市
が
Ｆ
Ｍ
モ
ッ

ト
コ
ム
の
放
送
に
割
り
込
み
放
送

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災

行
政
無
線
が
聞
け
な
い
場
合
は
Ｆ

Ｍ
モ
ッ
ト
コ
ム（
77
・
７
メ
ガ
ヘ

ル
ツ
）の
放
送
を
お
聞
き
く
だ
さ

い
。

不
用
意
に
、
増
水
し
て
い
る

河
川
に
近
づ
く
の
は
危
険
で
す

　

河
川
や
水
路
が
増
水
し
て
い
る

時
に
不
用
意
に
河
川
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。

　

増
水
し
て
い
る
時
は
、
ど
ん
な

理
由
で
も
河
川
に
近
づ
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

災
害
に
備
え
を

夏
本
番
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
熱
い
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
真
夏
を
迎
え
ま
す
。
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
、台
風
や
長
雨
な
ど
に
よ
る
河
川
の
増
水
で
、土
砂
災
害
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

突
然
天
候
が
急
変
し
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
激
し
い
雨
、
突
風
・
落
雷
な
ど
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
。

【阿武隈川・本宮水位局の水位情報】

↓計画高水位9.277m

↑指定水位4.00m

↑危険水位8.00m ↓警戒水位5.00m



3 広報もとみや 8 月号

災
害
時
・
・
・

心
強
い
味
方
が
い
ま
す

７
月
９
日
、
本
宮
市
と
市
内
企
業

と
の
災
害
時
応
援
協
定
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
締
結
に
至
っ
た
の
は
、（
株
）

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
、（
株
）青
木
食
品
、

宮
城
シ
マ
ダ
ヤ（
株
）、（
株
）イ
ワ
キ
、

協
和
交
通（
株
）の
５
社
で
、飲
料
水
、

生
活
物
資
、
建
設
資
材
、
緊
急
時
の

輸
送
の
確
保
が
で
き
、
復
旧
作
業
、

有
事
の
際
の
避
難
行
動
な
ど
が
よ
り

迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
18
年
８

月
に
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）福
島
工

場
、
平
成
19
年
10
月
に
仙
台
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ（
株
）と
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
今
回
の
締
結
を
合
わ

せ
て
７
社
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
安
心
安
全
の
た
め
に
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
災
害
に

備
え
て
い
き
ま
す
。

災害時応援協定の内容

台
風
・
大
雨
・
洪
水
に
ご
注
意
を

企  　業  　名 締結年月日 協 　　定 　　内 　　容

アサヒビール株式会社福島工場 平成18年8月1日 貯蔵水道水の供給協力

仙台コカ・コーラボトリング株式会社 平成19年10月1日 飲料水の供給協力

株式会社 ヨークベニマル 平成25年7月9日 生活物資の供給協力
（食料品、日用品、衣料品、 医薬品、その他）

株式会社 青木食品 平成25年7月9日 生活物資の供給協力（食料品、その他）

宮城シマダヤ株式会社 平成25年7月9日 生活物資の供給協力（食料品、その他）

株式会社 イワキ 平成25年7月9日 建設資材等の供給協力

協和交通株式会社 平成25年7月9日 バス車両による緊急輸送協力

市内5社と災害時応援協定締結



TOPICS 話 題TOPICS 話 題題

4広報もとみや 8 月号

本
宮
字
一
ッ
屋
の
伊
藤
ウ
ン
さ

ん
が
、
７
月
17
日
を
も
っ
て
満

１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

ウ
ン
さ
ん
は
、
大
正
２
年
７
月

17
日
、
本
宮
字
下
町
に
４
人
兄
弟

の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

１
０
０
歳
を
迎
え
た
今
で
も
、
毎

日
新
聞
を
読
み
、
庭
の
手
入
れ
を

す
る
の
が
日
課
と
の
こ
と
で
す
。

７
月
17
日
に
は
、
ご
自
宅
で
、

百
歳
高
齢
者
賀
寿
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
県
知
事
・
本
宮
市
長
か
ら

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
ひ

孫
の
渡
辺
り
ん
ち
ゃ
ん
か
ら
花
束

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

６
月
30
日
執
行
の

本
宮
市
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
は
、

第
１
・
第
２
選
挙
区

と
も
定
数
６
人
に
対

し
６
人
ず
つ
の
立
候

補
が
あ
り
、
12
人
の

無
投
票
当
選
が
決
ま

り
ま
し
た
。

７
月
１
日
に
は
、

市
役
所
で
当
選
証
書

付
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
平

成
25
年
７
月
20
日
か

ら
平
成
28
年
７
月
19

日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。こ

の
ほ
か
、
議
会

推
薦
と
農
業
団
体
推

薦
委
員
５
人
も
決
定

し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
22
日

に
農
業
委
員
会
第
１

回
総
会
が
開
か
れ
、

会
長
に
伊
藤
隆
一
さ

ん
、
会
長
職
務
代
理

者
に
佐
藤
孝
昭
さ
ん

が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
選
挙
区（
白
沢
地
区
）

議
会
推
薦
委
員

高
木
用
水
組
合
推
薦
委
員

み
ち
の
く
安
達

農
業
協
同
組
合
推
薦
委
員

安
達
地
方
農
業
共
済

 

組
合
推
薦
委
員

第
一
選
挙
区（
本
宮
地
区
）

▲ 長寿の秘訣は、3度の食事をきちんととること
と話すウンさん

伊
藤
ウ
ン
さ
ん
が

 
1
0
0
歳
を
迎
え
ま
し
た

長
寿
の
お
祝
い

渡辺　孝一
（本宮字小原田）

佐藤　孝昭
（ 稲沢字団子森）

国分　新司
（ 糠沢字堀ノ内）

遠藤　政幸
（青田字萱林）

鍋島　正則
（松沢字中里）

遠藤　巌
（高木字根岸）

川名　信司
（高木字長瀬）

佐々木廣文
（糠沢字東笹田）

渡辺　利一
（ 岩根字二ッ屋）

国分　政利
（荒井字堂川）

三瓶　和彦
（長屋字根廻）

国分　閧夫
（ 糠沢字小田部）

渡辺　謙輔
（仁井田字上野台）

影山　公平
（和田字作田）

伊藤　隆一
（岩根字梅原）

渡辺　平二
（ 白岩字松ヶ作）

鈴木　哲弥
（白岩字寺内）

農業委員会委員が新体制へ



TOPICS 話 題題

5 広報もとみや 8 月号

　

長
年
、
旧
白
沢
村
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
、

議
長
、
副
議
長
を
務
め
た
氏
家
新
二
さ
ん（
糠
沢

字
作
）が
旭
日
単
光
章
を
受
章
し
、
７
月
１
日
、

氏
家
さ
ん
宅
に
て
叙
勲
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

叙
勲
は
、
高
松
市
長
立
会
の
も
と
、
梁
取
県
北

地
方
振
興
局
次
長
よ
り
、
氏
家
さ
ん
ご
本
人
へ
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
氏
家
さ
ん
の
お
子

さ
ん
、
お
孫
さ
ん
、
ひ
孫
さ
ん
な
ど
多
く
の
家
族

の
皆
さ
ん
が
集
い
、
議
員
と
し
て
の
活
躍
は
も
と

よ
り
、
氏
家
さ
ん
の
家
族
を
大
切
に
す
る
優
し
い

お
人
柄
も
伺
え
る
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
25
日
、
本
宮
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

総
会
が
え
ぽ
か
で
開
会
さ
れ
、
納
税
功
労
者
表
彰

と
５
年
継
続
完
納
納
税
組
合
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
納
税
功
労
者
表
彰
は
、
長
年
納
税
組
合
長

を
務
め
ら
れ
た
６
人
が
、
５
年
継
続
完
納
納
税
組

合
表
彰
で
は
５
組
合
が
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
宮
市
納
税
貯
蓄
組
合
副
会
長
濱
崎
喜

一
郎
さ
ん（
高
木
字
猫
田
）が
、
納
税
意
識
の
普
及

に
努
め
、
県
税
の
納
税
に
寄
与
し
た
と
し
て
県
知

事
感
謝
状
を
受
賞
し
た
こ
と
を
市
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

　

６
月
16
日
、
福
島
県
消
防
協
会
本
宮
支
部
幹
部

大
会
が
白
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
福
島
県
知
事
表
彰
に
遠
藤
晃
弘
訓

練
部
長
を
は
じ
め
４
人
が
受
章
、
日
本
消
防
協
会

長
表
彰
に
国
分
宏
明
副
団
長
、
菅
野
光
弘
船
舶
部

長
の
２
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
県

消
防
協
会
長
表
彰
で
は
、
三
瓶
隆
之
庶
務
部
長
を

は
じ
め
、
８
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
の
確
保
の
た
め
に
、
消
防
活
動
に
努
め
る
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▲日本消防協会功績章を授与される国分宏明副団長

▲ 市長、県北地方振興局次長、大勢の家族に囲まれた中で叙勲を
伝達される氏家さん（写真中央）

▶ 
市
長
に
受
賞
を
報
告
す
る

濱
崎
喜
一
郎
さ
ん

▶ 

20
年
継
続
納
税
組
合
長
を

勤
め
た
川
名
清
さ
ん

氏
家
新
二
さ
ん
旭
日
章
を
受
章

納
税
功
労
者
の
皆
さ
ん
に
表
彰

消
防
団
幹
部
の
皆
さ
ん
を
表
彰

地
域
発
展
の
功
績
が
認
め
ら
れ
る

納
税
率
ア
ッ
プ
に
貢
献
！

日
々
の
防
災
活
動
に
尽
力



TOPICS 話 題TOPICS 話 題題

6広報もとみや 8 月号

　

本
宮
第
一
中
学
校
校
舎
と
体
育
館
を

結
ぶ
連
絡
通
路
が
、
７
月
19
日
に
完
成

し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
道
路
を
横
断
し
て
体
育
館
を

行
き
来
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ

り
移
動
が
便
利
に
な
る
と
と
も
に
、
生

徒
の
皆
さ
ん
の
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
大
破
し
た
、
本
宮
第
二
中
学

校
校
舎
が
完
成
し
、
７
月
29
日
引
き
渡

し
に
な
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
中
に
仮
設
校
舎
か
ら
引
っ
越

し
を
行
い
、
２
学
期
か
ら
新
し
い
校
舎

で
授
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

完
成
し
た
新
校
舎
の
様
子
な
ど
詳
し

い
内
容
は
９
月
号
で
お
伝
え
し
ま
す

　

平
成
20
年
８
月
か
ら
５
年
間

に
わ
た
り
、
主
に
白
沢
中
学
校

に
勤
務
さ
れ
、
中
学
生
に
英
語

の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
ブ

ラ
イ
ア
ン
先
生
が
、
７
月
末
に

帰
国
し
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
イ
ア
ン
先
生
は
、
明
る

く
親
し
み
や
す
い
性
格
で
、
楽

し
み
な
が
ら
英
語
を
教
え
て
く

れ
る
た
め
、
生
徒
た
ち
に
人
気

で
、
白
沢
中
学
校
の
マ
ス
コ
ッ

ト
と
も
い
え
る
存
在
で
し
た
。

5
年
前
に
日
本
に
来
て
、
福

島
へ
来
る
に
し
た
が
っ
て
た
く
さ

ん
の
田
ん
ぼ
と
山
が
見
え
て
き

ま
し
た
。最
初
は
不
安
で
し
た
が
、

今
で
は
白
沢
中
学
校
の
職
員
室

の
外
か
ら
見
え
る
安
達
太
良
山

の
美
し
い
景
色
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

本
宮
の
明
る
い
生
徒
を
教
え

る
の
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
学
校

で
、
部
活
や
、
公
民
館
の
活
動
で
、

あ
り
が
と
う
ブ
ラ
イ
ア
ン
先
生

生
徒
た
ち
と
過
ご
し
て
お
互
い

に
学
ん
だ
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
宮
で
過

ご
し
た
時
間
を
す
ご
く
楽
し
み

ま
し
た
。
本
宮
は
小
さ
な
と
こ
ろ

で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
非

常
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
気
づ

き
ま
し
た
。
最
初
か
ら
す
ぐ
に
安

心
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
住
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
冬
、
つ
り
、
梅
酒
作

り
な
ど
本
宮
に
住
ん
だ
間
に
は

じ
め
て
経
験
し
た
物
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
と
出
会

い
、
仲
間
も
作
れ
ま
し
た
。
市
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
な
ど
で
た

く
さ
ん
お
い
し
い
食
べ
物
と
飲

み
物
を
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
歌

い
ま
し
た
。
本
宮
納
豆
の
お
か
げ

で
納
豆
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

祭
り
も
は
じ
め
て
経
験
し
ま

し
た
。
真
結
女
御
輿
な
ど
を
ま

た
応
援
し
に
き
ま
す
。

本
宮
を
去
る
こ
と
は
悲
し
い

で
す
が
、
か
な
ら
ず
い
つ
か
戻
っ

て
き
ま
す
。
日
本
の
話
を
聞
か
れ

れ
ば
、
胸
を
張
っ
て
本
宮
の
こ
と

を
自
慢
し
ま
す
。
５
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Thank you for everything, 
M
otom

iya!

本
宮
第
二
中
学
校

 

新
校
舎
完
成

本
宮
第
一
中
学
校

 

体
育
館
連
絡
通
路
完
成

復
興
の
シ
ン
ボ
ル

安
全
確
保
の
た
め

■ 

ブ
ラ
イ
ア
ン
先
生
か
ら

お
別
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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「
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
も
と
み
や
を
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
７
月

20
日
、
屋
内
遊
び
場「
ス
マ
イ
ル

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」に
、
ダ
ン
シ
ン
グ

サ
ン
ド
を
使
っ
た
日
本
初
の
屋
内

砂
場
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
こ
の
砂
の
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
は
、
水
を
使
わ
な
く
て
も
ま
と

ま
り
や
す
く
、
思
い
の
ま
ま
に
形

を
作
り
楽
し
く
遊
べ
る
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
、

生
き
生
き
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
い
た
だ
き
砂
遊
び

を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
住
宅
除
染
で
発
生
し
た

土
砂
を
入
れ
た
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ

の
仮
置
き
場
に
つ
き
ま
し
て
、
和

田
地
区
と
長
屋
地
区
で
工
事
を
進

め
て
お
り
、
和
田
地
区
に
つ
い
て

は
現
在
区
画
形
状
が
わ
か
る
状
態

と
な
り
、
間
も
な
く
搬
入
が
で
き

る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

高
木
地
区
は
仮
置
き
場
が
決
定

し
、
関
下
地
区
も
仮
置
き
場
の
決

定
に
向
け
た
お
話
を
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
他
の
地

区
に
つ
き
ま
し
て
も
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
協
議
を
進
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
仮
置
き

場
の
選
定
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

住
宅
除
染
は
、
和
田
地
区
・
長

屋
地
区
・
高
木
地
区
の
も
と
み
や

台
で
作
業
が
行
わ
れ
、
他
の
高
木

地
区
お
よ
び
仁
井
田
地
区
で
も
ま

も
な
く
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
今

後
、更
な
る
除
染
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
そ
し
て

笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
本
宮
市
を
取
り

戻
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
９
日
に
災
害
時
に

対
応
す
る
た
め
、
市
内
の
企
業
５

社
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
い

た
し
ま
し
た
。
生
活
物
資
、
建
設

資
材
、
バ
ス
輸
送
な
ど
で
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
、
災

害
時
の
更
な
る
備
え
に
対
応
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

前
月
号
で
も
お
話
を
し
ま
し
た

が
、
７
月
31
日
に
埼
玉
県
上
尾
市

と
友
好
都
市
の
協
定
を
締
結
い
た

し
ま
す
。
第
一
部
で
調
印
式
、
第

二
部
で
本
宮
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」と
上

尾
市
の「
ア
ッ
ピ
ー
」と
の
婚
約
式

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
両
市
の

絆
を
強
く
結
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

特
に
熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
い
時

期
で
あ
り
ま
す
。熱
中
症
は
屋
内・

屋
外
を
問
わ
ず
発
症
し
ま
す
の

で
、
体
調
管
理
に
充
分
ご
留
意
の

う
え
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 

（
７
月
24
日
執
筆
）

　

学
法
福
島
高
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
の
佐
原
奈
生
子
さ
ん（
３
年
、

本
宮
字
南
町
裡
）が
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
Ｕ
‐
18
日
本
代
表
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
原
さ
ん
は
、
中
学
校
か
ら

友
だ
ち
の
影
響
で
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
を
始
め
、
中
学
時
代
は
中
体

連
で
県
で
２
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

代
表
は
佐
原
さ
ん
を
含
め
全

国
で
23
人
。
９
月
に
タ
イ
で
開

催
さ
れ
る
女
子
ユ
ー
ス
ア
ジ
ア

選
手
権
に
向
け
た
合
宿
に
参
加

し
、
16
人
の
登
録
メ
ン
バ
ー
入

り
を
目
指
し
ま
す
。「
身
長
と
ス

　

本
宮
第
一
中
学
校
２
年
生
の

佐
藤
綾
音
さ
ん（
本
宮
字
万
世
）

が
、
６
月
９
日
に
秋
田
県
秋
田
市

で
開
催
さ
れ
た
、
第
42
回
東
北

地
区
空
手
道
選
手
権
大
会
に
お

い
て
、
中
学
２
年
女
子
個
人
形
の

部
で
優
勝
、
女
子
個
人
組
手
の

部
で
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

綾
音
さ
ん
は
、
小
学
１
年
生

か
ら
空
手
を
始
め
、
練
習
の
と
き

は
必
ず
両
親
が
つ
き
そ
う
な
ど
家

族
一
丸
と
な
っ
て
空
手
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
毎
回
の
練
習
に

欠
か
さ
ず
参
加
す
る
と
い
う
普

段
の
努
力
が
実
を
結
び
ま
し
た
。

ピ
ー
ド
を
生
か
し
て
メ
ン
バ
ー

入
り
を
目
指
し
ま
す
」と
意
気
込

み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

８
月
３
、４
日
に
行
わ
れ
る
、

全
国
大
会
に
出
場
す
る
綾
音
さ

ん
の
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

こんにちは市長です vol.12

本宮市長
高松義行

市長に優勝を報告する佐藤綾音さん（写真中央）

「夢は東京オリンピック
に出場すること」と話す
佐原さん

ハンドボールで世界へ空手道を極める

佐原奈生子さん
　ハンドU-18代表に選出

佐藤綾音さん
　　空手東北大会優勝



まちの
ホットな話題
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カメラ散歩では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ちしています。

ま
ホッ

では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さん

カ メ ラ 散 歩

8広報もとみや 8 月号

�

歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
公
演

７
月
14
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
で
歌

舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
公
演
が
開
か
れ
ま
し
た
。

公
演
は
、
三
部
構
成
で
、
第
一
部
で
は
、

来
場
の
皆
さ
ん
が
、『
助
六
』の
化
粧
や
着
付
け

な
ど
を
体
験
し
、
第
二
部
で
は
、
歌
舞
伎
舞

踊『
助
六
』を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

第
三
部
で
は
、
歌
舞
伎『
応
挙
の
幽
霊
』が

公
演
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
庶
民
の
生
活
と
、

幽
霊
と
町
人
の
軽
妙
な
や
り
と
り
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
も
と
は
、
落
語
の
演
目

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
場
は
大
き
な
笑
い

と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

�

ま
ゆ
み
杯
卓
球
大
会

６
月
30
日
、
ま
ゆ
み
杯
卓
球
大
会
が
本
宮
市

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
10
回
目
の
開
催
と
な
る
大
会
は
、

年
々
参
加
者
が
増
え
、
今
回
は
県
内
外
か
ら
約

90
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

本
宮
市
糠
沢
育
ち
で
、日
本
代
表
の
、吉
田
信

一
選
手
も
車
椅
子
使
用
者
の
部
に
参
加
し
、
圧

巻
の
試
合
で
優
勝
し
、
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
勢
い
を
増
し
て
い
ま
し
た
。

�

移
動
消
防
学
校

７
月
14
日
、
福
島
県
消
防
協
会
本
宮
支
部
の

校
外
教
育
・
初
任
者
教
育
訓
練（
通
称
：
移
動

消
防
学
校
）が
大
玉
中
学
校
体
育
館
・
運
動
場

な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

移
動
消
防
学
校
は
、
年
１
回
、
消
防
団
の
初

任
者
・
幹
部
を
対
象
に
行
う
も
の
で
、
団
員
の

皆
さ
ん
は
、
木
造
建
物
火
災
の
特
性
を
学
ぶ
講

習
の
ほ
か
、
中
隊
訓
練
・
小
隊
訓
練
、
器
具
操

法
な
ど
、
消
防
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

舞
伎
を
身
近
に
体
験

マ
ッ
シ
ュ
！
の
応
戦
!!

防
の
基
礎
を
学
ぶ

歌

ス

消

▲華麗なスマッシュを放つ吉田選手（右奥）

▲敬礼の仕方を習う新任消防団員の皆さん

▲ 地元の酒・大天狗をお酌する幽霊のお仙 
「応挙の幽霊」での一幕。
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�


े
ࣈ
ݩ
ؾ
͋
ỳ

ラ
Π
ϒ

６
月
22
日
、
日
本
赤
十
字
社
の
復
興
支
援
事

業「
元
気
あ
っ
ぷ
ラ
イ
ブ
」が
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と

み
や
で
開
催
さ
れ
、「
１
９
６
６
カ
ル
テ
ッ
ト
」

が
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

１
９
６
６
カ
ル
テ
ッ
ト
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
、

ク
イ
ー
ン
と
い
っ
た
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

や
、
キ
ン
グ
オ
ブ
ポ
ッ
プ
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
の
曲
を
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
色
に
の
せ
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
に
元
気
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

�

ୈ
ýú
ճ
ࣾ
会
Λ
໌
Δ
͘
͢
Δ
ӡ
動

７
月
１
日
早
朝
、
J
R
本
宮
駅
前
で
、「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
一
斉
の
運
動
で
す
。

本
宮
市
で
も
、
保
護
司
会
と
更
生
保
護
女
性

会
の
皆
さ
ん
が
、
出
勤
・
通
学
な
ど
駅
利
用
の

方
々
に
、
チ
ラ
シ
や
標
語
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
る
街
頭
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

�

Ϛ
ー
Ψ
Ϩ
ỽ
τ
フ
Ỹ
ー
ム
Ͱ

Λ
ྲྀ
͢

５
月
に
開
園
し
た
相
模
女
子
大
学
の
農
園「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

フ
ァ
ー
ム
」（
青
田
地
内
）で
、
６
月
29
日
か
ら
２
日
間
、
相
模
女

子
大
生
が
訪
れ
、
農
作
業
を
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
除
草
作
業
を
、
２
日
目
は
、
早
朝
に
ナ
ス
・
カ
ボ
チ
ャ

な
ど
の
収
穫
を
し
た
後
、園
内
の
花
植
え
を
し
ま
し
た
。
昼
に
は
、

収
穫
し
た
野
菜
の
天
ぷ
ら
が
振
る
舞
わ
れ
、
学
生
た
ち
は
お
い
し

そ
う
に
自
分
た
ち
の
収
穫
し
た
野
菜
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

շ
ͳ
Ϋ
ϥ
シ
ッ
Ϋ
Ͱ

�

ݩ
ؾ

ೖ
！

Μ
ͳ
Ͱ
ݟ
क
ỳ
ͯ

�

͍
͖
·
͠
Ỷ
͏

ồ
Ψ
Ϩ
ッ
τ
ͨ
ͪ
͕

࡞
ۀ

ܰ

Έ

Ϛ

▲ 保護司会、更生保護女性会など約 30 人で運動
を行いました

▲赤い衣装が印象的な 1966 カルテットの情熱的な演奏

▲ ジャガイモの花摘みをする相模女子大生の皆さん
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みんなのひろば
今月の人

͋ͷɺࢲͰ͢ʜ

秘 情報

͋ͷɺࢲͰ͢

秘
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情報情報情報報

活躍人訪問
Interview No.37

　　　

10広報もとみや 8 月号

ͷͻͻͻͻ ΖΖΖΖΖ ͜͜͜͜͜͜ ͲͲͲͲͲ 
　

岩
根
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

岩
根
地
区
公
民
館
の
中
に
あ
り

ま
す
。

　

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
約
55
人
が
放
課
後

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
入
会
し
た
１
年
生

は
す
っ
か
り
ク
ラ
ブ
生
活
に
も

慣
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
１
年
生
に
児
童
ク
ラ

ブ
の
ル
ー
ル
や
遊
び
を
教
え
て

あ
げ
る
の
が
２・
３
年
生
で
す
。

そ
ん
な
中
で
自
然
と
つ
い
て
い

く
縦
割
り
生
活
を
見
て
い
る
と

な
ん
だ
か
微
笑
ま
し
く
思
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
将
棋
や
レ

　趣味は釣りで、特技はギターです。
最近は、５歳になる娘の成長を見るのが
楽しみです。

▲みんなでブロックあそび

「一通の手紙」

ࢲ ͷ ਵ  

　

私
は
、
家
が
お
菓
子

屋
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

高
校
を
卒
業
後
す
ぐ
に

東
京
に
お
菓
子
の
修
行

に
行
き
ま
し
た
。

　

も
う
20
年
近
く
た
つ

と
、
修
業
時
代
の
事
な

ど
あ
ま
り
思
い
出
す
事

も
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
一
通
の
手
紙
が
届

き
、
ど
こ
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
修

行
時
代
の
思
い
出
を
深
々
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

修
業
時
代
に
と
て
も
仲
の
よ

か
っ
た
３
つ
年
下
の
後
輩
が
い
ま

す
。
そ
の
後
後
輩
と
は
、
お
互
い

修
行
を
終
え
、
地
元
に
帰
っ
て
か

ら
は
、
お
互
い
の
家
業
を
継
ぐ
こ

と
に
一
生
懸
命
で
忙
し
く
な
り
、

だ
ん
だ
ん
と
年
に
１
回
、
近
況
報

告
を
年
賀
状
で
や
り
と
り
す
る
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
そ
の
後
輩
か
ら
手
紙
が
届
き
、

書
い
て
あ
る
内
容
を
読
ん
で
驚
き

ま
し
た
。

　
「
渡
辺
さ
ん
、
今
自
分
は
お
菓
子

屋
を
辞
め
、介
護
士
と
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

修
業
時
代
、
後
輩
と
は
い
つ
も
馬

鹿
な
話
を
し
た
り
、
た
ま
に
は
真

面
目
に
お
互
い
の
将
来
の
話
を
し

た
り
し
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

手
紙
を
読
み
、
お
菓
子
屋
を
離

れ
た
後
輩
を
残
念
に
思
い
ま
す
が
、

今
こ
う
し
て
私
が
家
業
を
続
け
ら

れ
る
の
も
、
両
親
が
お
店
を
守
り

続
け
、
私
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く

れ
る
お
か
げ
だ
と
深
く
思
い
ま
す
。

突
然
の
一
通
の
手
紙
で
す
が
、
古

い
思
い
出
と
家
業
を
継
ぐ
感
謝
の

気
持
ち
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
手
紙

で
し
た
。　

　

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
安
斎
透
さ
ん（
和
田
字

河
内
）の
予
定
で
す
。

�ลɹஐل�

୲ɹลඒึ

͞Μ
TOMONORI WATANABE

（本宮字矢来）

ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
・
折
り
紙
・
パ
ズ

ル
を
し
た
り
、
広
い
体
育
館
で

は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
・
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
・
卓
球
・
長
縄
跳
び
な

ど
を
し
て
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま

す
。
み
ん
な
汗
び
っ
し
ょ
り
に

な
り
な
が
ら『
も
っ
と
あ
そ
び

た
〜
い
』と
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
、
大
人
に
は
な
い
パ

ワ
フ
ル
さ
は
毎
回
驚
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

先
月
に
は
６
月
生
ま
れ
の
お

誕
生
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
３
年
生
が
司
会
進
行
を
行

い
ま
す
。
誕
生
者
も
ド
キ
ド
キ

で
す
が
進
行
す
る
子
ど
も
だ
ち

も
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
。
私
た
ち

職
員
が
進
行
す
る
よ
り
も
、
大

「岩根放課後児童クラブ」
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活躍人訪問
Interview No.37
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日
に
青
田
地
区
公
民
館
で
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
会
の
今
後
の
目
標

　

現
在
主
に
活
動
し
て
い
る
の
は
、

７
〜
８
人
で
す
が
、
一
緒
に
太
鼓
を

打
つ
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で

す
。
堅
苦
し
い
名
前
の
会
で
す
が
、

み
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
い

る
の
で
、
誰
で
も
気
軽
に
の
ぞ
き
に

来
て
く
だ
さ
い
。
お
茶
を
飲
み
に

く
る
だ
け
で
も
大
丈
夫
で
す
！

■
会
の
魅
力

　

安
達
太
良
太
鼓
で
は
、
普
通
の
生

活
で
は
体
験
で
き
な
い
非
日
常
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
勢
の
人

の
前
で
演
奏
す
る
こ
と
は
、
緊
張
も

し
ま
す
が
、
う
ま
く
演
奏
で
き
た
時

の
達
成
感
は
と
て
も
良
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
一
人
で
は
な
く
、
み
ん

で
音
を
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
の
が
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

■
私
の
趣
味

　

や
っ
ぱ
り
太
鼓
が
好
き
で
す（
笑
）

　

子
ど
も
た
ち
の
付
き
添
い
で
一
緒

に
始
め
た
太
鼓
だ
っ
た
の
が
、
子
ど

も
も
大
き
く
な
っ
て
、
今
で
は
自
分

の
楽
し
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。　

　

平
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
仕
事
の

都
合
が
つ
け
ば
参
加
し
ま
す
。
い
つ

で
も
協
力
し
て
く
れ
る
家
族
や
職
場

に
感
謝
で
す
。

「最近は若い人たちが増えて、いい刺激をもらっていま
す」と話す後藤さん

安
達
太
良
太
鼓
保
存
会

　 

後
藤
　 

由
美 

さ
ん

い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。『
将
来

の
夢
は
な
ん
で
す
か
？
』『
好
き

な
食
べ
物
は
？
色
は
？
』と
質
問

が
飛
び
交
い
、
誕
生
者
の
答
え

を
聞
こ
う
と
真
剣
そ
の
も
の
の

子
ど
も
た
ち
。
自
分
た
ち
で
作

り
上
げ
る
お
誕
生
会
、
と
っ
て

も
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
夏
本
番
と
な
り

ま
す
。
岩
根
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
夏
は
、
朝
か
ら
セ
ミ
の
声

で
い
っ
ぱ
い
。
そ
ん
な
セ
ミ
の

声
に
負
け
な
い
で
、
楽
し
く
元

気
に
過
ご
し
、
熱
い
夏
を
み
ん

な
で
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
保
存
会
の
活
動

　

安
達
太
良
太
鼓
は
、
昭
和
59
年
、
旧

本
宮
町
、
旧
白
沢
村
、
大
玉
村
の
南
達

地
域
の
ふ
る
さ
と
振
興
の
た
め
に
誕
生

し
た
創
作
和
太
鼓
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
外
で
は
、
中
国
、
韓
国
、

ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア（
バ
リ
島
）、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
で

演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
国
内
で
は
、
北

は
青
森
、
南
は
島
根
ま
で
各
地
を
飛
び

回
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
行
事
で
は
、
毎
年
、
安
達
太

良
神
社
の
迎
え
太
鼓
、
春
季
秋
季
例
大

祭
、
岩
角
山
大
梵
天
祭
、
浮
島
神
社
迎

え
太
鼓
で
奉
納
し
ま
す
。

　

練
習
は
週
に
２
回
、
火
曜
日
と
水
曜

《パーソナリティ紹介》
˗ϥδΦωʔϜɿ
　ミシェル／メアリー
˗ग़ɹ
ɹミシェル：須賀川市
　メアリー：本宮市
˗झɹຯ
ɹミシェル：おもしろい
　　　　　　もの探訪
　メアリー：おもしろ語録
　　　　　　を書くこと

˗୲൪：パンダフルワイフの３９キッチン
　　　　　　（毎週月曜日　午後１時３０分～）
˗ϦεφʔʹҰݴ
　料理、小ネタ大募集！！
　軽いノリで聞いてください。

▲たのしくドッジボール
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限
度
額
適
用
認
定
証
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■
窓
口
で
の
支
払
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た
と
き
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
医
療
機
関
に

提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の
窓
口
で
の

支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
高
額

療
養
費
申
請
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

入
院
の
ご
予
定
の
あ
る
方
は
、
市
民

課
国
保
年
金
係
で
認
定
証
の
交
付
申
請

を
お
勧
め
し
ま
す
。（
社
会
保
険
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
ご
加
入
の
健
康

保
険
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。）

※
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
場

合
、
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
限
度
額
認
定

証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

８
月
以
降
も
入
院
の
予
定
が
あ
る
方
は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
保
険
証

と
認
印
、
期
限
の
切
れ
た
認
定
証
を
持

参
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

限
度
額
は
前
年
の
所
得
に
基
づ
い
て
決

定
し
ま
す
の
で
、
病
院
な
ど
へ
支
払
う

金
額
が
、
前
年
度
と
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

■
平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
料
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
度
の
保
険
料
が
確
定
し

ま
し
た
の
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
・
納
入
通
知
書

を
８
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
４
月
以
降
の
年
金

か
ら
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）

が
始
ま
っ
て
い
る
方
に
も
保
険
料
額
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
以
降
の
年
金
か
ら
特

別
徴
収
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
保
険
料

が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
今
後
、
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
の
額

が
調
整
さ
れ
ま
す
。

■
限
度
額
適
用
認
定
・
標
準
負
担
額
減

　
額
認
定
証
に
つ
い
て

限
度
額
適
用
認
定
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

ま
で
で
す
。
引
き
続
き
交
付
を
受
け

る
場
合
は
、
申
請
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
限
度
額
適
用
認
定
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
区
分
が「
区
分

Ⅱ
」（
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

方
）に
該
当
し
、
91
日
以
上
入
院
さ
れ

て
い
る
方
は
、
長
期
入
院
該
当
の
申

請
が
で
き
ま
す
。
長
期
入
院
該
当
に

な
る
と
入
院
中
の
食
事
代
が
若
干
安

く
な
り
ま
す
。

　

前
年
度
、
長
期
入
院
該
当
の
認
定

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
引
き

続
き
要
件
に
該
当
し
、
８
月
末
ま
で

に
継
続
申
請
を
し
た
場
合
に
限
り
長

期
入
院
該
当
年
月
日
を
８
月
１
日
と

し
た
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
33

－

１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
５
〜
１
２
７
）

　国民年金には、経済的な理由などにより保険料を納め
ることが困難な場合、全額または一部免除の制度があり
ます。
■免除までの流れ　免除の申請をすると、申請者本人と
その配偶者、世帯主の前年所得について年金事務所で
審査し、所得額によって免除の承認、もしくは却下の判
定がされ、結果が通知されます。

■免除の期間　免除の期間は、毎年7月分から翌年6月分
です。現在は平成25年7月分から平成26年6月分まで
の申請ができます。結果が出るまで期間がかかりますの
で、早めに申請してください。
■特例による免除の取り扱い　失業・倒産・事業の廃止
や天災などにあわれた方は特例の取り扱いとなりますの
で、そのことを証明できる書類(失業であれば雇用保険

受給者資格証や雇用保険被保険者離職票など)を添えて
市民課国保年金係で申請してください。

■一部免除の承認となった場合の注意事項　一部免除の
承認となった場合、その期間の一部納付分を納付しない
ときは未納期間として取り扱われますのでご注意くださ
い。また、申請が却下された場合も保険料を納めないと
きは未納期間となります。
■平成25年1月1日以降に本宮市に転入された方について
　申請者、配偶者、世帯主が平成25年1月1日以降に本
宮市に転入された方については、平成25年1月1日に住
民登録されていた市区町村から平成25年度（平成24年
分）所得証明書を取得し、免除申請書に添えて申請して
ください。
■問い合わせ先
　市民課　国保年金係　☎３３－１１１１（内線125～ 127）
　白沢総合支所　市民福祉課☎４４－２１１４(直通)

※ 1 上位所得とは、国民健康保険税の算定の基礎となる
基礎控除後の総所得金額が 600 万円を超える世帯と
なります。所得の申告をしていない方がいる世帯も
上位所得としてみなされます。

※ 2過去 12 カ月間に、1つの世帯で高額療養費の支払が
4回以上あった場合の 4回目以降の限度額

【4回目以降も３回目までの限度額で請求となった場合】
高額療養費の手続きが必要となります。
※手続きに必要なもの
　病院等の領収書、世帯主の通帳、認印 金

年
保
国

り
よ
だ

り
よ
だ

K
O
K
U
H
O
D
A
Y
O
R
I

所得区分 3回目までの
限度額

4回目以降の
限度額　※2

一 般 80,100円＋（医療費
－267,000円）×1％ 44,400円

上位所得
※1

150,000円＋（医療費
－500,000円）×1％ 83,400円

住 民 税
非課税世帯 35,400円 24,600円

国民年金保険料の免除制度
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健康づくりシリーズ

地域包括支援センターだより

　母子健康手帳の接種歴をご確認のうえ、未接種
の場合は対象となる時期に積極的に受けましょ
う。対象の時期を過ぎてしまうと、任意接種とな
り個人負担（有料）となりますので、ご注意くださ
い。
　予防接種を受けるには予診票と母子健康手帳
（接種記録が確認できるもの）が必要となりますの
で、紛失などでお困りの方は保健課へご相談くだ
さい。

■麻しん風しん混合
【対象者】  1期…１歳の幼児

2期…小学校就学１年前の幼児
　成人の風しん患者数が急増しています。
　定期接種の対象者の方は、積極的に受けられる
ことをお勧めします。
■二種混合（ジフテリア・破傷風）
【対象者】2期…11歳以上13歳未満の方

■日本脳炎
【対象者】  1期初回…3歳になる幼児

1期追加…4歳になる幼児
1期不足分…小学1・2・3・4年生
2期…9歳以上13歳未満のお子さん
2期不足分…高校3年生相当年齢の方

　平成 17 年度から平成 21 年度まで積極的勧奨を
差し控えていましたが、新たなワクチンが開発さ
れ、現在は通常通り日本脳炎の予防接種が受けら
れます。
　このため、平成 7～ 18 年度に生まれたお子さ
ん（特に平成 14 ～ 18 年度生まれ）は、不足分の
接種を受けていただくようお願いします。今年度、
小学 1・2・3・4 年生で接種が不足しているお子
さんと、高校 3年生相当年齢の方で接種が不足さ
れている方には個別に通知しましたが、通知して
いない平成 7 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日生
まれで接種が不十分な方も、20 歳未満までの間
に接種を受けることができます。
◆ 問い合わせ先
保健課（えぽか内）
健康増進係☎６３－２７８０

༧छΛड͚·͠ΐ͏�

　高齢者の尊厳の保持という考え方から、虐待
の早期発見・早期対応、家族・親族などの養護
者の支援と負担軽減などを目的として「高齢者
虐待防止法」（「高齢者虐待の防止、高齢者の養
護者に対する支援等に関する法律」2005年）が
制定されました。

　65歳以上の高齢者に対する「養護者（高
齢者を現に養護する者）」および「養介護施
設従事者」による次のような行為を高齢者
虐待といいます。
①身体的虐待（たたく、縛る、閉じ込めるなど）
②介護放棄（適切な介護をしない、放任）
③心理的虐待（言葉による暴力や無視）
④性的虐待
⑤ 経済的虐待（財産を勝手に処分してしまう
など）

๏Ͱࢭٮऀྸߴ

本宮市地域包括支援センターが中心と
なり対応（虐待防止の啓発、受付・相談、
事実確認、支援計画作成、介入・支援など）
しますが、虐待防止や早期発見には、市
民の皆さんのご協力や養介護施設関係者
の努力が重要になります。高齢者が、そ
の人らしく、その人が望む生活を安心し
ておくれるよう、地域で支えあえる関係
づくりにご協力くださるようお願いしま
す。高齢者の介護でお困りでしたら、ま
た高齢者への虐待に気づきましたら、悩
まず・ためらわずご相談・ご連絡ください。

◆問い合わせ先・連絡先
高齢福祉課　地域包括支援センター
☎６３－２７８０

　一番身近で頼りにしている人からの虐待は、
虐待を受けている高齢者ばかりではなく、加害
者になってしまった養護者にとっても不幸なこ
とです。

୭͕ɺͲ͜Ͱ
ଚ͋ݫΔੜ׆Λ͓͘ΕΔΑ͏ʹ
 ～高齢者虐待防止とその対応～



豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性
を

　
　
　
　
身
に
つ
け
る
た
め
に

　
　
　
〜
も
と
み
や
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜

◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎500 ☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎500 ☎44－2112

学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場
The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

ຊٶ�ΈΜͳ͕Ѫ͢Δ�ຊͷ֗

͠Β͞Θເਤॻؗɾதԝެຽؗਤॻࣨ ͝Ҋ͝Ҋ͔Βの

新着本
イイ ベベ ンン トト

キャラクター
モトム（本夢）くん

＊絵本・児童書・紙芝居 一般書・実用書＊＊ ＊
͠Β͞Θເਤॻؗͷ͓ͳ͠ձ
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青
少
年
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業「
も
と
み

や
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
開
講
式

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
６
月
23
日
に

白
沢
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
の
中
学
生
を
対
象

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
実

践
を
通
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性
を

培
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

開
講
式
で
は「
も
と
み
や
む
か
し
む
か

し
の
会
」代
表
の
伊
藤
豊
子
先
生
か
ら「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
本
宮
の
む
か
し
話
」と
題

し
、
む
か
し
話
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
体
験
談
や
活

動
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
６
月
７
日
か
ら
７
月

９
日
ま
で
の
４
回
コ
ー
ス
で『
和
太
鼓
に

挑
戦
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

青
田
地
区
公
民
館
講
堂
を
会
場
に
、

安
達
太
良
太
鼓
保
存
会
の
渡
辺
徳
太
郎

さ
ん
の
指
導
の
も
と
和
太
鼓
の
打
ち
方
を

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

最
初
は
慣
れ
な
い
バ
チ
さ
ば
き
で
四
苦

八
苦
し
て
い
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
上
達
し
、
参
加
者
全
員
が
保
存
会
に

ス
カ
ウ
ト
さ
れ
そ
う
な
上
達
ぶ
り
で
、
保

存
会
代
表
曲
の「
勇
駒
」を
一
曲
演
奏
で
き

る
ま
で
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
ス
ト
レ

ス
も
忘
れ
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で

˙්͞Μͷ͓ͳ͠ձ
と　き：８月２３日（金）10:30 ～ 10:50
対　象：妊婦さんとその家族

˙ͪΌΜ͓ͳ͠ձ
と　き：８月２３日（金）11:00 ～ 11:20
対　象：赤ちゃんとその保護者

˙Ϧτϧ͓ͳ͠ձ
と　き：８月２５日（日）10:30 ～ 11:00
対　象：幼児（未就学児）とその保護者

˙খֶੜͷ͓ͳ͠ձ
と　き：８月２５日（日）11:15 ～ 11:45
対　象：小学生とその保護者、一般

˞�͓ ͳ͠ձͳͲͷ༰ʹ͍͓ͭͯ
͍߹͍ͤͩ͘͞ɻ

・おいっちにおいっちに ........トミー デ パオラ
・あかべこのおはなし ..................わだ　よしおみ
・少年弁護士セオの事件簿１～３　 .........................................................ジョン グリシャム
・なぜ？どうして？科学の不思議１～３年生　 ...........................................................................千葉　和義
・むしたちのサーカス ............................得田　之久
・エミールノ大すきな友だち
　 ..............................アストリッド リンドグレーン
・ひとりでできるよ！図鑑 .................横山　洋子
・３万冊の本を救ったアリーヤさんの大作戦
　 ..................................マーク アラン スタマティー
・図書館のすべてがわかる本１
　 ......................................................................こどもくらぶ
・ニルスが出会った物語５
　 ..............................................セルマ ラーゲルレーヴ

・喜ばれるおもてなし和食 .......................宮澤　奈々
・毎日食べたい海苔レシピ .................山本海苔店
・六条御息所源氏がたり１～３ ......林　真理子
・ツナグ ............................................................辻村　深月
・王妃に別れをつげて .............シャンタル　トマ
・週末うつ .......................................................古賀　良彦
・無罪 .............................................スコット　トゥロー
・ちょっと早めの老い支度 .................岸本　葉子
・ジュニアのためのスポーツ食事学 ..........柴田　麗
・「貧困女子」時代をかしこく生きる６つのレッスン
　 ...........................................................................花輪　陽子
・オアシスはどこにある？ .................楽田　康二
・新島八重を歩く .............................................星　亮一

※ これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送等で少々時間を頂く場合がありますので、
ご了承願います。（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）

▲ボランティアに参加した中学生は「最初は恥ず
かしかったけれど、子どもたちの楽しそうな顔を
見て、自分もうれしくなった」と感想を語ってい
ました

▲全身を使って太鼓を打つ皆さん。気持ちい
い汗を流しました

　

そ
の
後
、
し
ら
さ
わ
夢
図
書
館

で「
お
は
な
し
会
」の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

あ
る
和
太
鼓
の
魅
力
と
迫
力
を
感
じ

な
が
ら
、心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
こ
と
が
で
き
、
初
夏
の
一
時
、

気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

和
太
鼓
に
挑
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
生
涯
学
習
講
座
〜
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Ψ
ラ
ε
ό
ỽ
ジ
ͷ
ճ
ऩ
と


に
つ
͍
ͯ

　
　

６
月
に
配
布
し
た
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
の
回
収

と
、
新
し
い
バ
ッ
ジ
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

●
市
内
の
小
・
中
学
校
・
幼
稚

　

園
・
市
立
の
保
育
所
・
認
可

　

保
育
所
に
通
わ
れ
て
い
る
お

　

子
さ
ん
は
、
各
施
設
で
回
収
・

　

配
布
と
な
り
ま
す
。

●
市
外
の
小
・
中
学
校
・
幼
稚

　

園
・
私
立
保
育
所
・
ど
こ
に
も
通
わ
れ
て

　

い
な
い
乳
幼
児
、
妊
婦
の
方
は
次
の
日
程

　

で
回
収
・
配
布
と
な
り
ま
す
。　

◆
日
　
時　
８
月
29
日（
木
）か
ら
30
日（
金
）

　

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
30
分

◆
場
　
所　

 

え
ぽ
か　

２
階　

保
健
課

※
現
在
ご
使
用
中
の
バ
ッ
ジ
を
回
収
後
、

　

専
門
業
者
に
分
析
を
依
頼
し
、
結
果
を

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
回
収
が
遅
れ
る
こ
と

　

で
正
し
い
結
果
を
出
せ
な
い
場
合
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
必
ず
期
日
に
ご
持
参
く
だ
さ

　
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
課（
え
ぽ
か
内
）健
康
増
進
係

　

☎
63

－

２
７
８
０

　
݈
߁
ྗ
ア
ỽ
ϓ
Ԡ
ԉ
ࣄ
ۀ

　
ボ
σ
ィ
Ϧ
ϝ
Π
Ϋ
ε
Ϋ
ồ
ϧ
ͷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

͓

Β
ͤ

　
　

 

　

体
型
が
気
に
な
る
、
運

動
を
通
し
て
健
康
に
な
り

た
い
、
み
ん
な
で
楽
し
く

身
体
を
動
か
し
た
い
と
い
う
方
、
え
ぽ
か

で
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
　
時　

　

８
月
26
日（
月
）午
後
１
時
30
分
か
ら

　

８
月
30
日（
金
）午
後
6
時
30
分
か
ら

◆
場
　
所　

 

え
ぽ
か（
健
康
増
進
広
場
）

◆ 

内
　
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ア
ッ
プ
ト

　
　
　
　

レ
ー
ニ
ン
グ

◆
用
意
い
た
だ
く
も
の

・
水
や
お
茶
な
ど
の
水
分
補
給
用
の
飲
み
物

・
動
き
や
す
い
服
装

※
申
込
は
不
要
で
す
。
当
日
、
会
場
に
直
接
お

　

い
で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課（
え
ぽ
か
内
）健
康
増
進
係

　

☎
63

－

２
７
８
０

　今年も夏まつり恒例の盆
踊りが行われます。力強い
太鼓と心に響く笛の音色、
本宮盆唄に耳を傾けながらみんなで楽しく踊りましょう！
夏の思い出作りに職場の同僚や、仲の良いグループで参加
してください。
◆開催日時
　しらさわ会場　８月15日（木）
　　　子ども盆踊り　　　　午後５時30分～
　　　一般・仮装盆踊り　　午後６時～　
　もとみや会場　８月16日（金）
　　　子ども盆踊り　　　　午後５時～
　　　一般・仮装盆踊り　　午後５時30分～
◆申込先　本宮市夏まつり運営委員会
　もとみや会場盆踊り部会
　　（本宮市商工会　☎３３－２５４１）
　しらさわイベント会場部会
　　（白沢総合支所　地域振興課　☎４４－２１１３）
※団体名・責任者名・連絡先・人数をお知らせください。
◆問い合わせ先
商工観光課　観光物産係　☎３３－１１１１（内線１５１）
白沢総合支所　地域振興課　☎４４－２１１３（直通）

本宮市夏まつり盆踊り
参加者募集

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設のなか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

杜の中の斎場 ΄͏Γんࡈ　二本松市上竹２－286－１
΄͏Γん๏ཁホʔϧ　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
౦  ࡈ 　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
େ ࢁ ࡈ 　大玉村大山字玉貫 19－７
ౡฏࡈ　福島市飯坂町平野字大前田１－４
ɹɹɹɹɹɹTEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

˔தແٳɹ˔24ؒ࣌डɹ˔େறंඋ
΄͏Γんେࡈࢁ

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。
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え
ぽ
か
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

押
し
花
の
う
ち
わ
つ
く
り

　
　

い
ろ
い
ろ
な
花
を
楽
し
み
な
が
ら
、

　

す
て
き
な
う
ち
わ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

　

か
。

◆
日
　
時　
８
月
４
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

◆
講
　
師　
鈴
木
九
良
子　

先
生

◆
定
　
員
　
先
着
70
人

◆
参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

昔
話
を
聞
く
会

　
　

語
り
部
に
よ
る
、
味
の
あ
る
昔
話
を

　

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時　
８
月
８
日（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

◆
講
　
師　
本
宮
む
か
し
む
か
し
の
会

歌
の
お
に
い
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　
　

親
子
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
楽
し

　

い
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時　
８
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

◆
講
　
師　
中
右
貴
久　

先
生

◆
問
い
合
わ
せ

　

え
ぽ
か　

☎
63

－
２
７
８
０

  

第
７
回
も
と
み
や
駅
伝
競
走
大
会

  

参
加
チ
ー
ム
募
集
に
つ
い
て　

◆
日
　
時　
10
月
20
日（
日
）※
小
雨
決
行

　
　
　
　
　
　
　
　

 

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

◆
会
　
場
　
特
設
本
宮
市
内
駅
伝
コ
ー
ス

　

本
宮
運
動
公
園
内
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
を
ス

※
編
成
が
困
難
な
行
政
区
間
で
の
混
成
チ
ー

ム
も
可

◆
参
加
費　
１
チ
ー
ム　

３
千
円

※
監
督
会
議
時
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
監
督
会
議（
抽
選
会
）

　
９
月
10
日（
火
）午
後
７
時　

中
央
公
民
館

◆
申
込
期
限　
９
月
６
日（
金
）

◆
申
込
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙
を
記
入
の

　

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
33

－

２
６
１
１

水道量水器（メーター）は
８年に１回交換となります。

　　本宮市では、計量法に基づく検定満了期間である８年が経
　過する水道量水器の交換を実施しています。今年も８月に交
　換を予定しており、交換の必要なお宅へは、市から通知しま
　す。なお、交換は市で委託した業者が行います。特に立ち会
　いは必要ありませんが留守のお宅につき
　ましても交換しますのでご了承ください。
　交換に要する費用などは、市が負担します。
◆問い合わせ先
　上下水道課　業務係
　☎３３－１１１１（内線１１７・１１８）
　

　

タ
ー
ト
、
本
宮
第
一
中
学
校
体
育
館
を

　

ゴ
ー
ル
と
す
る
。

◆
チ
ー
ム
編
成

　
　

10
区
間：
小
学
生
の
部
、中
学
生
の
部
、

　
　
　
　
　
　

健
康
の
部

　
　

５
区
間
：
中
学
生
駅
伝
の
部
、
一
般
駅

　
　
　
　
　
　

伝
の
部

　
　

※
各
チ
ー
ム
に
必
ず
監
督
１
人
、
選

　
　
　

手
係
１
人
を
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　

※
全
部
門
、
男
女
混
合
チ
ー
ム
可
。

　
　
　

な
お
、
小
学
生
の
部
と
中
学
生
の

　
　
　

部
に
お
い
て
は
、
１
区
お
よ
び
３

　
　
　

区
を
女
子
限
定
区
間
と
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限　
９
月
20
日（
金
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－
２
６
１
１

◆
日
　
時　
〈
予
選
〉　

９
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
　
〈
決
勝
〉　

９
月
22
日（
日
）

　

午
前
８
時
開
会
式（
し
ら
さ
わ
グ
リ
ー

　

ン
パ
ー
ク
野
球
場
）※
雨
天
中
止

◆
場
　
所

　

し
ら
さ
わ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
野
球
場
・

　

白
沢
野
球
場

◆
参
加
資
格

　

市
内
在
住
の
一
般
男
子（
高
校
生
以
上
）

　

で
編
成
し
た
各
行
政
区
単
位
の
チ
ー
ム

　

を
原
則
と
し
ま
す
。
た
だ
し
高
校
生
の

　

登
録
人
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　

試
合
出
場
は
２
人
以
内
と
し
ま
す
。

第
６
回
市
民
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
に
つ
い
て

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

悩み事の解決方法、専門家に聞いてみませんか
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本
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
就
業
に
よ

る
生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

◆
日
　
時　
９
月
３
日（
火
）午
前
10
時

◆
場
　
所　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所

　
　
　
　
（
本
宮
市
太
郎
丸
１
１
２

－

１
）

◆
対
象
者　
市
内
在
住
、
健
康
で
働
く
意

　

欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方

◆
仕
事
の
内
容　
屋
内
外
の
清
掃
、
樹
木

　

の
伐
採
・
剪
定
・
消
毒
・
草
む
し
り
、

　

除
草（
機
械
）、
網
戸
・
障
子
・
ふ
す
ま

　

の
張
り
替
え
・
刃
物
研
ぎ
、
家
屋
の
簡

　

単
な
修
繕
、
家
事
手
伝
い
、
一
般
事
務
、

　

筆
耕
、
自
動
車
運
転
、
農
作
業
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）本
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

管
理
係　

☎
34

－

５
２
２
６

　

就
職
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
を
抱
え

る
若
年
者
の
就
職
支
援
の
専
門
職
で
あ
る

学
卒
就
職
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
　
時　
８
月
29
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

◆
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
二
本
松

　
（
二
本
松
市
若
宮
）

◆
対
象
者　
30
歳
未
満
の
方
、
既
卒
３
年

　

以
内
の
方
、
学
卒
未
就
職
者
、
専
門
学

　

校
以
上
の
在
学
生

◆
内
　
容

　
①
自
己
理
解
・
仕
事
理
解
と
応
募
書
類

　
　

の
作
成
方
法

　

②
面
接
指
導
と
模
擬
面
接
の
実
施

　

③
労
働
法
令
の
基
礎
知
識
と
就
職
活
動

　

へ
の
助
言

◆
定
　
員　
７
人

◆
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
二
本
松

　

☎
23

－

０
３
４
３

航
空
学
生
　（
海
上
・
航
空
）

◆
採
用
資
格　
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満

◆
試
験
日　
　

９
月
21
日（
土
）

一
般
曹
候
補
生
　（
海
上
・
陸
上
・
航
空
）

◆
採
用
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

◆
試
験
日　
　

９
月
16
日（
月
）

自
衛
官
候
補
生
　（
海
上
・
陸
上
・
航
空
）

◆
採
用
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

◆
試
験
日　
　

男
子　

９
月
16
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

女
子　

９
月
24
日（
火
）

共
通

◆
受
付
期
間　
８
月
１
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
　

９
月
６
日（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
対
策
課　

消
防
防
災
係

　

☎
33

－

１
１
１
１（
内
線
１
７
６
）

　

自
衛
隊
福
島
募
集
案
内
所

　

☎
０
２
４

－

５
４
５

－

７
９
９
５

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。
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ミ
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３
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―

１
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１
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宮
本

市

崎
戸
字
木
高

63

３
地
番

㈲

業
工
設
光

所（
３
３

―

５
９
８
１
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宮
本

市

番
２
市
孫
字
田
青

地
25　

　
㈱

設
山
小

備（
３
３

―

１
３
０
３

）

宮
本

宮
本
市

町
仲
字

39

地
番

　　
㈲

工
機
住
藤
須

業

４
３
（

―

）
８
２
５
５

宮
本

宮
本
市

字
小
幡
33

１
地
番

　
㈱

マ
カ
タ

ツ（
３
３

―

２
４
２
５

）

宮
本

宮
本
市

字
一

屋
ツ

12

７
地
番

　
㈲

水
和
野
浜

道（
３
３

―

８
８
７
２

）

宮
本

宮
本
市

田
塩
字

49

２
地
番

　
㈲

設
宮
本

備（
３
３

―

２
９
５
２

）

宮
本

宮
本
市

１
地
番
４
４
１
裡
町
南
字

ʂ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
二
本
松

若
年
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の

お
知
ら
せ

自
衛
隊
募
集
の
ご
案
内

੫ͷ͓Βͤۀࣄਓݸ
　個人事業税は、県内に事務所・事業所を設け、
物品販売業や不動産賃貸業など、法律で定めら
れている事業を行う個人の方に納めていただく
県の税金です。
　課税対象になる方には、県北地方振興局県税
部から８月９日頃に納税通知書をお送りしま
す。納期限は第１期分が９月２日まで、第２期
分は１２月２日まで２回に分けて納めていただ
くことになっていますので、納期内の納付をお
願いします。ただし、税額が１万円以下の場合
は、９月２日までに一括して納めていただくこ
とになります。

　個人事業税については金融機関の預金口座か
ら自動的に納めることができる口座振替の制度
がありますので、ぜひご利用ください。
※手続き用紙は、納税通知書に同封してありま
す。また、県北地方振興局県税部窓口にも用意
してあります。

◆問い合わせ先
　県北地方振興局県税部
　（個人事業税課税について）課税第一課
　☎０２４－５２３－４６９８
　（口座振替制度について）納税課
　☎０２４－５２３－３５９４
　

お勧めします。口座振替制度
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総合検診 (個別検診 )のご案内
　３月の意向調査で後期健診・がん検診を希望された
方及び４０歳から７４歳の国民健康保険加入者で集団
検診を受診されなかった方へは、７月に関係書類をお
送りいたしました。内容を確認のうえ事前に希望する
医療機関へ電話予約をしてください。今年度からがん
検診（個別検診）の実施医療機関が増えました。

※乳がん・子宮頸がん・骨粗しょう症・総合検診(個
別健診)ともに、対象年齢であれば希望しなかった方
も受診できますので保健課へご連絡ください。詳し
くは、広報4月号健康カレンダーをご覧ください。

　乳がん・子宮頸がん検診は、８月から個別検診が
始まります。集団検診は９月から始まり、骨粗しょ
う症検診も同時に実施いたします。３月の意向調査
で希望された方には７月に関係書類をお送りしまし
た。個別検診は、今年度から実施医療機関が増えま
した。

乳がん・子宮頸がん・骨粗しょう症検診のご案内

■問い合わせ先
　保健課（えぽか内）健康増進係
　☎６３－２７８０

児童虐待を防ぎましょう
　地域の方々のちょっとした「目くばり」「気くばり」
で子どもたちを虐待から救えます。「おやっ？」と気に
なることがありましたら迷わず連絡してください。

～　気づくのは　あなたと地域の　心の目　～

全国共通ダイヤル ０５７０－０６４－０００
（２４時間、児童相談所につながります）

◆問い合わせ先　子ども福祉課（家庭児童相談員）　☎３３－１１１１（内線１３５・１３６）

郡山北警察署本宮分庁舎からのおしらせ郡山北警察署本宮分庁舎からのおしらせ
～ 防犯は　日ごと　家ごと　地域ごと ～

本宮分庁舎所在地
岩根駐在所
白岩駐在所
白沢駐在所

本宮分庁舎所在地
岩根駐在所
白岩駐在所
白沢駐在所
合計

管轄区域 人身交通事故 物件交通事故 死者数 傷者数

平成２５年６月末
平成２４年６月末
増減（▲は減少数）

総
　
数

粗 

暴 

犯

窃 

盗 

犯

知  

能 

犯

暴
　  

行

傷
　  

害

恐
　  

喝

凶 

悪 

犯

うち

侵 

入 

盗

非
侵
入
盗

空
き
巣

自
動
車
盗

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

部
品
ね
ら
い

色
情
ね
ら
い

万
引
き

詐
欺

自
販
機
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

忍
び
込

居
空
き

事
務
所
荒
ら
し

出
店
荒
ら
し

うち うち うちその
他
の
刑
法
犯

占
離

うち

47
13
3
6
69
82
▲13

4
1
0
0
5
6
▲1

2
1

3
4
▲1

30
9
1
5
45
59
▲14

13
2
0
1
16
3
13

17
7
1
4
29
56
▲27

4
1

1
6
1
5

2
2

4
0
4

1

1
1
0

1

1
5
▲4

4
1

3
8
14
▲6

7
3
1
1
12
12
0

3
0
0
0
3
1
2

2

2
1
1

9
2
2
1
14
16
▲2

1

1
0
1

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
8
▲8

0
2
▲2

9

9
0
9

2

2
2
0

0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

本宮市内の刑法犯認知状況　平成２５年６月末現在

本宮市内の交通事故発生状況　平成２５年６月末現在（概数）
本宮分庁舎からのお願い

刑法犯認知件数
　全体的に減少していますが、空き巣などの侵入盗が増
加しています。戸締まりを確実に行い、不審者を見かけ
たらすぐ警察に通報してください
交通事故発生件数
　物件事故は、白沢・白岩地区で増加しています。
　皆さん一人ひとりが交通ルール・マナーを守り、車に
乗ったら全席でシートベルトなどを着用してください。

38  （43）
15  （13）
 2    （3）
 6    （9）
61  （68）

41  （45）
16  （16）
 2    （6）
 6    （12）
65  （79）

0 　 （0）
0 　 （0）
0 　 （0）
0 　 （0）
0 　 （0）

227  （227）
103  （103）
 31 （25）
39  （32）
400  （387）

※（　）は昨年同期
■問い合わせ先　郡山北警察署本宮分庁舎
　　　　　　　　☎３３－３１１０

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。
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赤十字復興支援事業
「元気あっぷライブ」開催のお知らせ

　日本赤十字社福島県支部では、復興支援事業
「元気あっぷライブ」に無料招待します。
出演は、高嶋ちさ子さんプロデュースの１２人
のバイオリニストと落語家の桂福丸さんです。
落語一席とクラシックコンサートをお楽しみく
ださい。

◆日時　９月８日（日） 午後２時～４時
◆会場　福島県文化センター（福島市春日町5－54）
◆応募方法
　　ハガキまたはファックスで①～⑥を明記し、
　日本赤十字社福島県支部へご応募ください。
　①９／８ライブ希望　②郵便番号・住所
　③氏名（フリガナ）　④年齢
　⑤電話番号　⑥希望人数（２人様まで）
◆招待者数　１, ７００人
◆応募締切　８月２１日（水）消印有効
　　８月２８日（水）までに当選ハガキ（入場券）
　を発送します。応募者多数の場合は抽選とな
　ります。
　　落選通知はありませんのでご了承ください。
◆申込・問い合わせ先
　　日本赤十字社福島県支部
　　　　（福島市永井川字北原田17）
　　☎024-545-7996　Fax 024-545-7923

歯科医師や歯科衛生士が
患者さんのもとに伺って治療やケアを行います。

๚ࣃՊྍͷ͝Ҋ
　在宅歯科医療をすすめるため、県歯科医師
会は福島在宅歯科医療連携室を設置しまし
た。在宅歯科医療連携室が窓口になり、患者
さんと歯科医院の仲立ちをします。
　寝たきりなどにより通院できない方、
介護施設に入所されている方で治療を希望さ
れる場合は、在宅歯科医療連携室にお電話く
ださい。
　　　　◆問い合わせ先
　　　　福島県在宅歯科医療連携室
　　　　☎０２４－５２３－３２６８
　　　　受付時間：平日午前８時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　～午後５時
　　　　

͝ΈऩूΛٳΈ·͢
お盆休みのため

８月１４日（水）
　　１５日（木）
　　１６日（金）

　上記の期間中は、ごみステーションへのごみを
出さないようご協力お願いします。
　なお、もとみやクリーンセンターへの個人搬入
もできませんので、ご注意ください。
◆問い合わせ先
　もとみやクリーンセンター　☎３３－５４９９
　生活環境課　環境係　　　　☎３３－１１１１
　　　　　　　　　　　　　　　　（内線１１３）
　白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係
　　　　　　　　　　　☎４４－２１１４（直通）

தΛ༧͠·͠ΐ͏
熱中症になりやすい条件
　環 境 は → 高温多湿
　どんな時 → スポーツ、屋外での作業
　　　　　　  就寝中、体調不良
　症 状 は → ・筋肉痛や大量の発汗
　　　　　　  ・吐き気や倦怠感などの症状
　　　　　　  ・重症になると意識障害などがお
　　　　　　　 こります。
予防するには・・・
　室内環境 → 扇風機やエアコンを使った温度
　　　　　　   調節
　体調管理 → ・通気性の良い吸湿・速乾の衣類
　　　　　　　 着用
　　　　　　  ・保冷剤や氷、冷たいタオルなど
　　　　　　　 による体の冷却
　外 出 時 → ・日傘や帽子の着用
　　　　　　  ・日陰の利用
　　　　　　  ・こまめな休憩

　※高齢者はのどの渇きを感じ
　なくても、こまめに水分補給
　や塩分補給をしましょう。

◆問い合わせ先
　安達地方広域行政組合消防本部
　☎２２－１２１１

　　　　◆問い合わせ先
　　　　福島県在宅歯科医療連携室
　　　　☎０２４－５２３－３２６８
　　　　受付時間：平日午前８時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　～午後５時

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

大玉に『築舘太陽光発電所』オープン !

見学会開催中!
株式会社 レジデンス茶園

のํは080-�00�-�01��͝࿈བྷͩ͘さいرֶݟ

住宅用から産業用まで手掛ける

Ωϟϯϖʔϯʂઌண໊༷̑ʹݶΓ
̎ສԁʗ̠̬ΩϟογϡόοΫʂ
（設置場所に制限があります。お問い合せください。）

発電所のオーナーになりませんか？

あなたの街の太陽光発電プロショップ
Solar net 加盟店

二本松市茶園1丁目102-1
TEL0243-22-7483/FAX0243-22-2728E-mail:r-saen.so@zpost.plala.or.jp
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࿙ਫ൪ͷ͓Βͤ ೲظͷ͓Βͤ

݄̒ͷަ௨ൃނࣄੜঢ়گ
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ͷ͕ͨ͢ࢢ

※ 宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応となり
ます。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

※ただいま募集はしていません
˗い߹Θͤઌ
建設課建築係☎３３- １１１１(内線１４５）

（　）は、対前月比
※ 集計方法の違いにより福島
県が公表する数値と異なる
ことがあります

郡山北警察署本宮分庁舎
より（　）は１月からの
累計

※ 口座振替をご利用の
方は、下記納期限の
前日までに、残高
の確認をお願いしま
す。

ೲݶظ
Ā݄ùʢ݄ʣ
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・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
苗
７
千
本
、
メ

　
　

ラ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
苗
２
，２
７
０
本
、

　
　

ベ
ゴ
ニ
ア
苗
４
３
２
本

▽（
株
）タ
マ
ス

　
代
表
取
締
役
社
長
　
山
田
俊
策
さ
ん

　

◎
復
興
支
援
の
た
め

　

・
卓
球
台
お
よ
び
卓
球
用
品

 

２
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さ
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小
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建
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協
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会
長
　
白
石
宏
行
さ
ん

【
本
宮
第
２
中
学
校
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習
環
境
向
上
の
た
め
】
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男 性 15,064人( △ 2)
女 性 15,664人(△18)
総人口 30,728人(△20)
世帯数 9,708世帯(△ 4)

件 数 死 者 傷 者
本 年 12(61) 0(0) 13(65)
前 年 10(68) 0(0) 12(79)
増 減 2(-7) 0(0) 1(-14)

編
集
後
記

市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料
上 下 水 道 使 用 料
集 落 排 水 使 用 料
下水道受益者負担金
住 宅 使 用 料
住 宅 駐 車 場 使 用 料
保 育 所 保 育 料
幼 稚 園 保 育 料
幼稚園預かり保育料
放 課 後 児 童 保 育 料

2 期
2 期
2 期
1 期

6・7 月分
6・7月分

2期
8月分
8月分
8月分
8月分
8月分
8月分

今
月
号
の
取
材
で
は
、
叙
勲
を
受

け
た
氏
家
さ
ん
と
１
０
０
歳
を
迎
え
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伊
藤
さ
ん
の
お
宅
に
お
邪
魔
し
ま

し
た
。
ど
ち
ら
の
お
宅
で
も
、
家
族

の
皆
さ
ん
が
大
勢
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
て
い
て
、
と
て
も
和
や
か
な
様
子

で
し
た
。

仕
事
を
し
な
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ら
も「
家
族
の
絆

の
強
さ
っ
て
い
い
な
あ
」と
別
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こ

と
を
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た（
笑
）
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が
、
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け
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よ
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頑
張

ろ
う
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思
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取
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し
た
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月　日 水道工事指定店 電話番号
８月３日㈯ ㈱ タ カ マ ツ 33-5242
８月４日㈰ ㈲須藤住機工業 48-2357
８月10日㈯ ㈲浜野和水道 33-2788
８月11日㈰ ㈲ 本 宮 設 備 33-2592
８月17日㈯ オ オ ナ ミ ㈱ 33-1001・33-2412
８月18日㈰ ㈲光設工業所 48-2413・33-1895
８月24日㈯ ㈱ 小 山 設 備 33-3031
８月25日㈰ ㈱ タ カ マ ツ 33-5242
８月31日㈯ ㈲須藤住機工業 48-2357
９月１日㈰ ㈲ 三 和 設 備 44-4542
９月７日㈯ ㈲浜野和水道 33-2788
９月８日㈰ ㈲ 本 宮 設 備 33-2592
９月14日㈯ オ オ ナ ミ ㈱ 33-1001・33-2412
９月15日㈰ ㈲光設工業所 48-2413・33-1895
９月16日㈪ ㈱ 小 山 設 備 33-3031

（株）小川建設 代表取締役社長 田下宏彰さん
（中央右）取締役 工事本部長 日笠山信夫さん
（右）小川建設安全衛生協力会 会長 白石宏行さん（左）

（前列左から）菅野建設工業 菅野泰助社長、石橋建設
工業 松本邦夫副社長、高松市長（後列左から）小山設
備 小山宏社長、佐々木電気商会 本田恒博常務、真島・
建築設計事務所 小島健二社長、原瀬教育長

世田谷区長 保坂展人さん（左）
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保健衛生だより保健衛生だより保健衛生だより
छ ྨ ର  ݄  डؒ࣌  ॴ

４ カ 月 児 健 康 診 査 平成25年４月１日～４月30日生まれ ８月29日（木） 13:00～13:30

えぽか
（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ 月 児 健 康 診 査 平成24年10月１日～10月31日生まれ ８月22日（木） 13:00～13:30
１歳６カ月児健康診査 平成24年１月１日～１月31日生まれ ８月21日（水） 13:00～13:30
３ 歳 児 健 康 診 査 平成22年４月１日～４月30日生まれ ８月28日（水） 13:00～13:30

親 と 子 の 健 康 相 談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ８月７日（水）
９月４日（水） 10:00～11:00

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）で発行しております。】

͍߹Θͤઌɹɹ˔อ݈՝ɹ݈૿߁ਐʢ͑Ά͔ʣɹὸ ��ʵ����ɹɹ˔നอ݈ηンλʔɹὸ ��ʵ����

病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院 
（上記の４病院）が輪番制で診療にあたるものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

ྍؒ࣌ ����ʙ�����ʢனٳΈ �����ʙ�����ʣ˞ɺ����ʙ�����

˕ ʢؒ��ɿ��ʙཌ�ɿ��ʣɹ˔ٳʴ ʢؒ�ɿ��ʙཌ�ɿ��ʣ

8 月の健診日程

日曜・祝日当番医

病院群輪番制日程表

休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますよう、お願いいたします。
なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。【小児】は、小児科の当番医療機関

݄ �݄ �݄
 ø � � � � � � � � �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� � � � � � � � � � �� �� �� �� �� ��
༵ɹ ݄ۚՐਫ݄ۚՐਫ݄ۚՐਫ݄ۚՐਫ݄ۚՐਫ݄ۚՐਫۚ

枡記念病院 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎
枡 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ◎
谷 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
二本松病院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●

͖΅͏ϗοτϥΠϯ͖΅͏ϗοτϥΠϯ
ຊࢢٶ৺ͷ݈ͮ͘߁Γ૬ஊۀࣄ

͖΅͏ϗοτϥΠϯ ὸ̌̎̐̏ʵ̏̐ʵ̑̑̒̌
ʢ૬ஊͯ͠ʣ��������Έ�Α �͏����͜ ��͜ ��Ζ�·Δ 　現代社会では、多くの方がストレスを抱えて

生活しています。ひとりで抱え込まずに相談して
みませんか。本人・家族どなたでも相談可能です。
　予約不要、秘密は厳守します。

݄̔̕ʢʣ
土 川 内 科 小 児 科【 小 児 】（二本松市槻木） 22-6688
（医）成美会鈴木皮フ科クリニック（二本松市本町） 22-6877
（医）渡 辺 ク リ ニ ッ ク（本宮市高木字高木） 34-3311

݄̔��ʢʣ
（医）かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22-8800
さ く ら ク リ ニ ッ ク (二本松市藤之前) 62-3931
（医）慈 久 会 　 谷 病 院（本宮市本宮字南町裡） 33-2721

݄̔��ʢʣ
（医）安 斎 内 科 胃 腸 科 医 院（二本松市若宮） 22-3001
和 田 医 院 (二本松市小浜) 55-2303
（医）よしだこどもクリニック【小児】（本宮市高木字平内） 34-6418

݄̔̐ʢʣ
佐 久 間 内 科 小 児 科 医 院（二本松市本町） 22-0570
ば ば ク リ ニ ッ ク (二本松市油井) 24-7122
（医）落 合 会  東 北 病 院（本宮市青田字花掛） 33-2588

݄̔��ʢʣ
（医）佐藤内科胃腸科医院【小児】（二本松市油井） 22-0174
二本松ウイメンズクリニック（二本松市亀谷） 24-1322
（医）幹正会　よしだ内科（本宮市本宮字一ツ屋） 63-2333

݄̍̕ʢʣ
（医）社団実生会 土川産婦人科医院【小児】（二本松市松岡） 22-0035
（医）外科胃腸科肛門科原医院（二本松市若宮） 23-2111
い し わ た ク リ ニ ッ ク（本宮市荒井字東学壇） 63-2826



【もとみや会場】
12時00分●開会式
12時30分●子供天国
13時00分●第14回あだたらYOSAKOIまつり（第1部）
15時00分●お笑いフェスタ(第1部)
16時30分●ビンゴ大会
18時00分●お笑いフェスタ(第2部)
19時30分●第14回あだたらYOSAKOIまつり（第2部）

【しらさわ会場】
12時30分●ウォータースライダー
13時30分●こども魚つかみ大会
15時00分●開会式
15時30分●舞踊「ふるさと浪江｣｢みちのくしらさわ音頭」
16時00分●原田直之さん＆民謡と舞踊ショー
17時10分●フラダンス
17時30分●こども盆踊り
17時50分●舞踊「ふるさと浪江｣｢みちのくしらさわ音頭」
18時00分●大盆踊り大会
18時45分●YOSAKOI演舞
19時15分●サンバフェスタ
19時45分●がんばろう！もとみや　しらさわ夢花火2013

【もとみや会場】
12時00分●子供天国
12時30分●カラオケ大会
13時00分●舟こぎ競争
14時30分●舟こぎ表彰
16時00分●ビンゴ大会
17時00分●子供盆踊り
17時30分●一般・仮装盆踊り
19時30分●復興灯篭流し
20時00分●がんばろう！もとみや花火
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７
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催
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彩
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